
個・チームが意欲的に思考し技能を高めるサッカーの授業

ー r4対4Jの攻防の中から，ゲームに使える技能の習得を目指して
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本校では1982年より「生涯体育に視点をおいた授業実践」に取り組んできた。「体育の学び

方を学ばせ，体育・スポーツの生活化」を目指し r自ら学び，自ら考えJ，自己を成長させ
ていく「自己教育力jの育成をねらいとして実践してきた。今回の授業では，サッカーを通
して，個やチームの課題を明らかにし，課題を解決するために意欲的に思考し，工夫する授
業に取り組んだ。攻撃戦術(壁パス，オーバーラップ，スルーパス，スイッチプレー)を学

習し，ゲームを楽しむために「練習 (2対1)一試合 (4対4)一課題練習一試合 (4対4)
一課題練習一試合 (8対8)Jというプログラムを組んだ。 4対4，8対8のゲームの中で相
手を意識したプレーを課題として思考し，工夫し，技能を高め，また，攻撃に対しての防御
の仕方についてもグループで考え，課題をみつけ，工夫し，学ぶことができた。個・チーム
が課題解決のために，意欲をもって思考したり，メンバーの特長を把握したり，戦術を考え

ることができた授業になったと思う。

1 .はじめに

学習指導要領では，球技の中で①技能の内容「チーム

の課題や自己の能力に応じて運動の技能を高め，作戦を

生かした攻防を展開してゲームができるようにする。J，

②態度の内容「チームにおける自己の役割を自覚して，

その責任を果たし，互いに協力して練習やゲームができ

るようにするとともに，勝敗に対して公正な態度がとれ

るようにする。また，練習場などの安全を確かめ，健康・

安全に留意して練習やゲームができるようにする。J，③

学び方の内容「チームの課題や自分の能力に応じた課題

の解決を目指して，計画的な練習の仕方やゲームの仕方

を工夫することができるようにする。」としている。本校

では1982年より「生涯体育に視点をおいた授業実践」に

取り組んできた。「体育の学び方を学ばせ，体育・スポー

ツの生活化Jを目指し， r自ら学び，自ら考えJ，自己を
成長させていく「自己教育力Jの育成をねらいとしてき

た本校体育科の実践は，今回の改訂の特徴である「学び

方の内容」にあてはまるものである。

2.研究のねらい

今日，サッカーはJリーグ，ワールドカップ，オリン
ヒ。ックなど注目度も高く，テレビでもよく放映されるな

ど，生徒が最も興味を持ち，関心を抱くスポーツの1つ

であり，生徒は大変意欲的に取り組む。しかし，今まで

の授業では，キック， ドリブ、ルなど基本的技能の練習を

数時間して，その後大人数のゲームに入っていくという

授業を展開したので，ゲームでは技能の低いものはデ、イ

フェンスにまわり，ひたすら相手の攻撃を邪魔する役割

を与えられ，攻撃への参加をほとんどすることなく，サ

ッカーの醍醐味で、あるシュートをする機会もないという

ことが多かった。

オランダサッカー協会は r4対4練習法はサッカーの

要素ー相手・味方・スペース・プレッシャー・広さ・深

さーを失うことなく試合のできる最小の形であり，ゲー

ムのすべての技能一技術・バランス・体力・視野・意識・

予想・コミュニケーションーを身につけることができる。

また， 4対4という人数の少なさのため選手はたえずゲ

ームをしている状況にあり，常に広範囲にわたってプレ

ーする可能性がでてくる。その中で、もっとも重要なこと

は，数多くボールに触れることであり，選手はプレッシ

ャーを感じながらくり返すことによって，技術を学び練

習し仕上げていくことができる。直面した異なる状況を

すばやく認識し，ボールコントロール，正しい速さ・方

向のパス，ボールへのアタックができるようになる。

(The Dutch 4 x 4 Training Methodより)Jとしている。
このことは， 4対4がサッカーのあらゆる要素を含み，

サッカーの特性に触れるのにとても有効であると考えら

れる。今回の授業では，このような考え方をもとに，誰

もが積極的にボールに触れ，シュートをうつチャンスを

もてるようにし，サッカーのおもしろさを経験できるよ

うに4対4のゲームを中心に学習することにした。 2対

1での攻撃戦術(壁パス，オーバーラップ，スルーパス，

スイッチプレー)をベースにした4対4のミニゲームに

取り組む中で，シュートとそれにつながるパスやドリブ
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ルなどの他の技能の向上や，攻撃や防御の仕方，自分の

プレーを把握しチームの中での個々の役割などもつかめ

てくると考えた。 4対4や8対8のゲームで個々の特長

を生かしたチームの作戦をたてて，ゲームを楽しむなか

で，一人ひとりが課題を見つけ工夫し解決に取り組み，

個・チームが高まっていけるような授業を計画・実施し

たいと考えた。

3.研究の手続き

1)研究の対象

2)期間

3)研究の方法

広島大学附属福山高等学校

1年生男子 73名
2003年9........10月

表1.学習計画のように4対4のミニゲームを多く取

り入れ，生徒一人ひとりが毎時間，学習ノートに反省・

課題を記入し，個やチームの課題を明らかにしながら取

り組むことによって，技能の向上やゲームの中での攻撃

や防御の仕方の理解，自分のプレーを把握しチームの中

での個々の役割などの把握することができ，個々の特長

を生かしたチームの作戦をたてて，ゲームを楽しむこと

ができるように授業を計画した。授業後に行ったアンケ

ート調査から，一人ひとりが課題を見つけ工夫し解決に

取り組み，自らの意欲的な思考をし，技能を高めること

ができる授業のあり方を検討する。

表1.学習計画

時間 学習内容

l 学習のねらいと進め方

2~4 
2対1の攻撃戦術とそれを生かした4対4のミニゲー
ム

5~8 グ、ループの課題練習と4対4のミニゲーム

9~12 グループの課題練習と8対8のゲーム

13 学習のまとめ

第1時間は，学習ノート(図1)の作成から，グ、ループ

分け(出席番号順に10""'11名ずつ)，グループに分かれて

係分担をした後，学習目標，学習方法を示した。第2""'4

時間は 2対1の攻撃戦術(壁パス・オーバーラップ・

スルーパス・スイッチプレー)を説明，グループに分か

れ練習した後 4対4のミニゲームをした。第5""'8時

間は，グループ毎に課題練習をした後 4対4のミニゲ

ームをした。第9""'12時間は，グループ。毎に課題練習を

した後 8対8のゲームをした。第13時間は事後アンケ

ートを行った。
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図1-1 学習ノート
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4困 A 白勺主支肯邑 H リ Jレ
1.リフティング川分》 もも・且を使って
2.ボールコントロールからドリプル 自分でポールを担げ上げ.コ〉トロールして

10回 5mドリプル
3. 3人組でへディシグ一人 10球

A AがB・c史互にボールを世げ.Aにへディシグで

II …し…慣れできたら，三角形に忽り. Aから来たボールをcに亘すようにする.

B.C 
4. 3人組でのキック跡目 (2分}込 山 Om腫れて三角形をつ〈り.イ汁イトイ〉ステ

ップキックでパスをする.

/ ¥ ②2叩…U…ト同キツ…を
<l岳D且初Iは玄.コ〉トロールしてキックする.慣れてき
たらダイレクトでキックする.
たらダイレクトでキックする.

Bーム一一一→.6....c (，!)カラーコーンを掴手と見て.スペースを作って行う.
@逆方向へも行う.

2 声;t1 C1コ:!lfc喝副主唱是令府
明回目惨ドリプル ・…噌車る方向 ー--+パス O攻軍・守圃
1.相手金引きつける
(j)ドリプルで突置できるときは~ドリプル突破と見せかけ相手を引きつけて
ドリプルで相手を撞<. 堕パスで費植する.
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1.噂元日橿
(1 J '2封1)での攻軍咽衡をベースにしたHI4のミニゲームに阻り阻むことにより.
個人やチーム白鰻周を明磁にし.計画を立て.跡目やゲームに草政的に慮。組むことがで

きるようにする.
( 2】『緯え古い輔学び合い』学習を括揮にし.一人ひとりが.mを見つけ工夫L解棋に
lII!Q組み.個・チーム白伎血を高める.
(3】4対4や8対8のゲームで個々白特昆を生かしたチームの作帽をたてて.ゲームを
議しむことができるようにする.
(4】ルールを守り.お互いを事量し宜全に公正なIIIJ[で望むことができるようにする.
2. I棋元計画

時間 学習内容

1 オリエシテーション.世割分担.ルール

2 個人的桂昌. 2対1，ミニゲーム (4対4)

3 個人的世憧. 2対しミニゲーム (4対4)

4 個人的世血. 2対しミニゲーム (4対4)

5 個人的世..1111植習.ミニゲーム (4対4)

s 圃人的控11.思圃纏冒.ミ=ゲーム (4対4) 

7 個人的桂fIl..圃鱒冒.ミニゲーム (4対4)

8 個人的睦飽.皿周蹄冒.ミニゲーム (4対4)

9 個人的控...題練冒.ゲーム (8対8) 

10 個人的世..思題圃冒.ゲーム(8封8)

11 個人的位置..闇値冒.ゲーム(8対自}

12 個人的桂飽.圃題蝿冒.ゲーム (8封8)

岨衡の土台となる 「韮:!õ li燈宇~II&J
@周囲を見る・事前に考える《良い身体の向き司有効怠田野の磁蝿ー判断》
い つ・自分自ところにポールがない時
見 る.ポールと自分の周囲町置手{綱手と嘩方》のポジショニシグ・動~.
考える:自分のところにポールがきたらどうプレーするか.具体的なイメージをもっ.
@ポールに寄る
原則として.パスはポールに寄って霊廿るーポールをコントロールする時間前生
まれる.
③パスアシドゴー 『パスした足が勘<l・1揖』
『ゴー』白目的 Oサポート田ためのランニシグ

Ol!<lll的なサポートのためのラシニシグ
Oスペースをつ〈るためのラシニシグ

④マークの原則 Oゴール田中心と相手を踏んだところにポジショシをと
る.
0ポールとマーク相手を岡崎に見ることができる角度をとる.

⑤攻守の切り鰻え Oサッカーは. 2つの喝画{瞳'と守8Jしかない.
0'ピンチ)，チャシス』を理解する.
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2.畳パス 瞳方を畳のように檀うパスで前週する.
@サイドから回突破 @中央買磁

@掴手をひきつける

-相手がタックルにきたとき
・相手がこないとき.ドリプルで相手ひきつけて

3.オーバーラップ:ポールをキープLている味方を檀方から追い撞いて削へ出るプレー

図
l 号|(ヶ~)

¥ A(1""--

¥，___J:J・t.)・
¥、__J:J・

B出オーバーラップし. A~'パスを過る. (図))
DF>I'B自動きに直応したら.Aはドリプル費植を狙う.【図2)

4. Aルーパス.守圃の聞をついたパスを出して暗方を守薗血織の車偲に走らせるプレー

置ましいのはa白パスである.DFの符慢を通
ると DF はターンして.FW~ポールから一瞬目を
障さなければなら危いからである.

fKG 
• S. 

図1-5 学習ノート
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三〆AT2.品、・オ宅手P手〆ヨユ， .!: t主t苦言U
AJ 4-4-2 (ディフェンス置圃 B)3-5-2 (攻・型1

ゾーシディフェンス マシツーマンディフエ〉ス

AIsIポジショシ 宜穆の世割守園田世割

①|・|ゴールキーパー10シュートの阻止とクロスポー10ゴールの超高
)~の処理 スローイシグ・キック

~I 1サイドパック 10自分のサイドを守る.
⑥ 

O薗極的にa・に惨加する.
・2ローイシを1It11る.
.クロスを遺る.

elストッパー 10Aトライカーをマークする. 10車早〈宜主な瞳方につtl<• • @I 1セシターパック10ストライカーをマークする. 10中鑑に遭幽して組み立てに~ 1 ~加する.

elリベロ 10守薗ライシ全体をカバーする.10攻帽由スタートの組み立τ
{スイーパー)I に・加する.

ー|ウイングパック10自分のサイドを守る.

ー

0サイドからの攻司置のがiい手
とtlり.正iltlセ〉タリシグ
を退る.

⑥|・l守備的MF 10センター川ツクと出力して守10Dr-ライシからのボールを
・圃の中央に強力な組織を作る. 1呈げる.

⑦1 1サイドの MP 10自分自サイド田スペースをつ10サイドを突植する.
⑥I I ぷす.

@I-I攻・的MP 10相手町攻・e遅らせる 10攻甥の仕上げ白リーダーと
なる.

@I・|ストライカー 10楓パスのイシターセプトを狙10シュートを宰圃に置いてプ
⑪l・ うレーする.

0'<書び』由パスを畳吋る.
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5.スイッチプレー:ポールをもっている遣手にもっていない週手が寄り.短〈ポールを
畳けてそれまでとほ遭う方向にボールをもって出るプレー

Aがドリプルする方向にBl令官走り込ん
だ場合.Aがそのままもってい〈か， sに
スイッテするか追うことに血る.

'、民 .If
「、 a・.'、、司，，.，
，可町

-σ....o. 

壁パスの値目法

lL4| 

|〈 |lbl
Q)A>I'ドリブ)~で前に温
みCをひきつける.

rtlB はAの背撞を通ってAを遣いIJI<.A はタ
イミシグを見て.且い檀吉量苫のパスを出す.
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学習ノート

4対4は20X40mのコートにハンドボールゴールを
使用し，グソレープ内でゲームを行った。 8対8は48X70

mのコートで、正規のサッカーゴーノレを用い，グループ対

抗とした。
それぞれの授業は，グランドや用具の準備をして，準

備運動，ノートにより課題の確認，活動，活動終了後，

本時の反省と次時の課題を話し合い，整理運動，片づけ

をして終了した。活動は30分""'35分程度で、あった。

i@ノ¥|
(j)Aはハーフスピー
)~で温み.トップスピードで
車ってきたBに姐〈パス.

|(d)"/ヘ，f人ヘヘf人ヘ¥へ、¥、¥嘩
ωA剖中心に走り込んできた
車り込む.(パス7シドゴ-)

図1-8学習ノート

月日
ポジショシ&システム

}車
】直

自チーム《
対軸相手【

作軸

r茅7ェンス

4.結果と考察
。攻撃戦術の学習とプログラム
2対1の攻撃戦術，グ、/レープでの課題練習， 4対4の

ミニゲーム 8対8のゲームを展開するというプログラ

ムを組んだ。
まずは2対1の攻撃戦術で，壁パス，オーバーラップ，

スルーパス，スイッチプレーの方法を学習し， 4対4の
ミニゲームで使えるということをめざした。

2対1の攻撃戦術の学習については図2のように「ス

イッチプレー，オーバーラップなど知らないことを知る

ことと練習することができたJr細かいパスの出し方，つ
なぎ方を知ることができたJr個人的技能だけでなく戦
術も学べて，一生懸命プレーできたと思うJと，戦術を

学ぶことが，新しい経験で、あったり，それぞれにとって，

学習意欲を高めることになったと思う。
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今回の授業で良かったと思うところ
O課題・工夫
・試合などで自分たちのチームの中の弱点(自分の課題)
を見つけて，それを直そうと努力した.チームでできると
いうのが楽しかった.
・乗り気でなかったがみんなで練習してみると，色々と知
らなかったことも露呈し，楽しくなってきた.その練習の
中で自分の欠点であったパスを改善していこうと決め，パ
ス練習を重点的に行ったことがよかったと思う.試合でも
自分の，思った方向にパスが出せて満足している.
・試合回数が増えるにつれ，パス・トラップが正確になっ
たと実感できた.試合は負けたけどいい試合ができるよう
になった. 4対4ではスルーパスやスイッチプレーが使え
て面白かった. 8対8では本格的にディフェンスがいて攻
めづらかった，ディフェンスも難しく何度か抜かれたが途
中からはそういうことも少なくなった.
・お互いの動きの個性を生かしたプレーができた.チーム
で戦うことの難しさと面白さがわかった.準備を自分たち

でする割合が大きかった分，プレーに一体感が持てた。
・相手の配置を気にして相手のいないところに走り込みパ
スを受けることができた.相手がトラップミスしたポール
や，ゆるく出したパスを走り込んでかっとしてそのままゴ
ールできた.
・ポールを積極的においかけることができた.攻める際に
空いたスペースに入ってポールを受け，壁パスを成功させ
ることができた.
-試合の前で練習(スイッチプレー，壁パスなど)はゲー
ムをするのに役立つたと思う.
・個人技も集団技能を練習できて良かった.チームの課題
を見つけてそれに対して練習できたのが良かった.2対1
などまだまだ使えてないけど少しずつだけでも利用できて
よかったと思う.
• 4対4によって8対8の基礎が作られて，やりやすかっ
た.パス回しが良くなった.練習内容も様々に取り入れる
ことができて良かった.
・みんなで協力してラインを引いたり，道具を用意したり，
自分たちで考えた練習ができたりと自主的にできた.4対
4. 8対8ができて楽しかった.ゲームの後，話し合う機
会があったので反省や次のゲームへの課題が見つかった.
・ゲーム形式が多くて，ゲームをやる中でみんなどんどん
上手になっていったと思う.ノートを作ることでみんなが
課題も理解して効果的な練習ができた.チームそれぞれの
課題について練習できた.
・毎時間，試合があったのがよかった，練習の段階で試合
のために何を練習したらよいかということや，やる気にも
つながってきたと思う.
・積極的に取り組み. 8対8のゲームでは責任を持ってチ
ームのために頑張れた.一回一回の授業に課題を持って取
り組み，その課題に向けて意識的に取り組んだ.用具係で
ボールの出し入れなども積極的に行った.
0個人的技能
・技術が向上したと思えたこと.みんな楽しくできたので
よかったと思う.
・リフティングの回数が増えた.トラップができるように
なった.連係プレーができるようになった.
-パスがうまくなった.
・サッカーを楽しめた.徐々にうまくなっていくのが体験
でき熔しかった.
-とても楽しかった.FWで点も少しとれて良かった.
・中学の時，積極的に攻撃に参加していなかったけど今回
はゴール前にも良く出て，積極的に攻撃しようとすること
ができた.
・楽しかった.トラップがうまくなったので良かった.フ
ィールドも経験できたので良かった.キーパーも基礎的な
ことを再び学習できて良かった.
・中学校の時よりもポールを扱う技術がかなり向上させる
ことができた.ゲームでも積怨的にプレーができシュート

も多くできた.
・練習をちゃんとこなして試合で成果が見られたところ.
楽しんでできたところ.
・今まで以上に好きになった.ミニゲームでゴールを決め
たときとても嬉しかった.集団プレーの大切さを学んだ.
・一人ひとりにシュートチャンスがあったし，ポールにょ
くさわれた.試合の時間も結構長かったし，楽しかった.
・ちょっとはパスの仕方がわかったところ
・お互いに声を出せていたのでプレーしやすかった.練習
したことが生かせた.
-久々にサッカーをして楽しかった.
・のびのびと試合ができた.人を倒しでもファールにあま
りならなかったので動きやすかった.
・楽しくサッカーができて，みんなもサッカーの楽しさが
わかってくれたとおもいます.
0集団的技能
・楽しかったし，スイッチプレー，オーバーラップなど知
らないことを知ることができたこと，それを練習できたこ

と.
・よく動き，チームとの連係プレーを学ぶことができた.
みんなで力を合わせないと勝つことができないとわかった.
.サッカーの細かいパスの出し方・つなぎ方を知ることが
できた.技術が上がったと思う.チームで支え合ってでき
た.
・楽しむことができた.プレーの時周りが見え，よく動け
るようになった.
・同じチームでずっとやってきたので，練習の時のコンビ
ネーションが試合中でもそのまま使うことができた.チー
ム練習をやっていくうちにお互いの意志が合うようになっ
て.パスもつながるようになったし得点も決めれるように
なった.
・壁パスやオーバーラップなど稜々な戦術を習うことがで
きた.ゲームも多くて練習したことをすぐに使えるのでよ
かった.
・みんなでディフェンスの統一とか，戦術をみんなで考え
たりサッカーを通して意識が高くなった.ポジション別の
考え方，動き方，技術の向上など色々な面でプラスになっ
た.
・ポジションの役割を学べた.パスをする人でなく受ける
人の移動がとても重要なんだということがわかった.後半
になってくるとパスの連携が良くなってきたことが良かっ
た.
0楽しむことができた
・楽しめた.サッカーを理解することができた.
・楽しかった.チームプレーの中では個を出し過ぎても良
くなく，出さなすぎるのもいけないことが改めてわかった.
オフサイドの意味が理解できた.
-ほとんどの人たちが声を出し頑張ってプレーしていたと
たとおもう.技術もだいぶうまくなったし，とても楽しか
った.
・楽しかった.チームワークなど協調性ができた.
.チームのみんなと楽しくできたところ.
Oチーム・仲間に関わること
・最後に勝てたこと.メンバー交代をうまくできたこと.
・みんなが主体的にやってよかった.チーム内での協力が
やはり大切だと思う.チームワークもうまれてよかった.
.最初はチーム全体の動きもかみ合わなかったけど徐々に
合うようになってきた.ほとんどの人が8対8の持自分の
役割を理解して実行していたと思う.また.チームのムー
ドも良くなっていった.
・チームで闘うことでチームワークが良くなったこと.ゲ
ームでもチームワークが働き全勝したこと。
・よかった.チームメイトとの交流も(多少は)増えた.
・練習や試合を通してボールになれることができた.チー
ムワークも向上した.チームでの自分の責任や係分担の重
要性を身につけることができた.
-面白さがわかつてうまくなったと思う.チームワークで

図2ー1 今回の授業で良かったと思うところ.今回の授業でよくなかったと思うところ，改善すべき点
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2対1での学習は，次のような結果をもたらした。 W4
対4の中で2対1で練習したことが使えましたか』につ

いては表2のように「使えた」は壁ノミス57.5札オーバー

ラップ37.0札スノレーパス54.8抗スイッチプレー6.倒で

あった。「使おうとしたが成功しなかったJまで含めると

壁パス82.2%，オーバーラップ57.5比スルーパス78.1札

スイッチプレー24.6見で、あった。また， W8対8の中で2

対1で練習じたことが使えましたか』については「使え

た」は壁パス52.1札オーバーラップ42.5札スルーパス

46.6札スイッチプレー11.倒で、あった。「使おうとしたが

成功しなかったJまで含めると壁パス80.9札オーバーラ

ップ58.9札スルーパス72.6札スイッチプレー24.7弘であ

った。 4対4では壁パス，スルーパスは約8割，オーバ

ーラップは約6割，スイッチプレー約4分の1が 8対

8では壁パスは約8割，オーバーラップは約6割，スル

ーパスは約7割，スイッチプレー約4分の1が使おうと

試したことになる。スイッチプレーについては，生徒の

反省の中で「よくわからなかった」と書いていたり， r使
えた」割合が低いなど，難しかったようではあるが 4

対4や8対8の中でもこれらの攻撃戦術を積極的によく

使い，成功したと言える。

表2 4対4. 8対8で2対1で練習したことが使え

たましたか

壁パス
オーバー スルー スイッチ

ラップ パス プレー

使えた 57.5% 37.0% 54.8% 6.8% 

4対4
使おうとしたが

24.7% 20.5% 23.3% 17.8% 
成功しなかった

合計 82.2% 57.5% 78.1% 24.6% 

使えた 52.1% 42.5% 46.6% 11. 0% 

8対8
使おうとしたが

28.8% 16.4% 26.0% 13. 7% 
成功しなかった

合計 80.9% 58.9% 72.6% 24. 7% 

2対1で練習したことが 4対4をする中で『生徒の

よかったと思うところ(図2Uにあるように「壁パスや
オーバーラップなど様々な戦術を習うことができた。ゲ

ームも多くて練習したことをすぐに使えるのでよかっ

た。Jr2対1などまだまだ使えてないけど少しずつだけ

でも利用できてよかったと思う。Jrスノいーパスやスイッ
チプレーが使えて面白かった。」というように，学習した

ことをすぐに，くり返して，試して 4対4のゲームの

中で攻撃戦術を使えたことについて述べている。また，

グループの課題練習でも2対2，3対2を計画し，その

中で2対1で、やってきたスルーパスやオーバーラップな

どのプレーができるように練習し，使おうとしていた。

8対8では「いきなり 8対8だと自分の役割が見えて

こないが，ちゃんと 4対4で、確認した後だったので，と

ても動きやすかったと思う。Jr4対4によって8対8の

基礎が作られて，やりやすかった。パス回しが良くなっ

た。Jr8対8で、は本格的にデ、ィフェンスがし、て攻めづら

かった，ディフェンスも難しく何度か抜かれたが途中か

らはそういうことも少なくなった。Jr試合の前で練習
(スイッチプレー，壁パスなど)はゲームをするのに役

立ったと，思う。」と 2対1で学習したことを意識しながら，

練習してきたことがわかる。

そのことが， r積極的に取り組み， 8対8のゲームでは
責任を持ってチームのために頑張れた。Jrみんなで、ディ
フェンスの統ーなどの戦術をみんなで考えたりサッカー

を通して意識が高くなった。Jrポジション別の考え方，
動き方，技術の向上など色々な面でプラスになった。j

「ポジションの役割を学べた。パスをする人で、なく受け

る人の移動がとても重要なんだということがわかった。

後半になってくるとパスの連携が良くなってきたことが

良かった。Jr8対8ではポジションも細かく決めて実践

的な授業となったのがよかったと思う。」というようにゲ

ームのため戦術を思考し，ポジションを決定できるよう

になった。

生徒は，練習 (2対1)一試合 (4対4)一課題練習

一試合 (4対4)一課題練習一試合 (8対8)というプ

ログラムの中で，攻撃戦術(壁パス，オーバーラップ，

スルーパス，スイッチプレー)を個人・チームの課題と

して取り組み，ゲームに発揮しようとしてきた，その過

程の中で考え，工夫し，学習が深まったと思う。

。課題・工夫されたこと

主体的に課題を見つけ，お互いの技能を高めるために，

グ、ループで、活動した。グループで、の話し合いが進み， W4 
対4をする中から出てきた課題と課題解決』のため工夫

したことは表3の通りである。また 5時間目より取り

組んだ『グループの課題練習のねらいと成果』は表4の

通りである。

出てきた課題は，表3にあるように「パスをもっと的

確に出すことJr敵がいるときのパスJr周りをよく見て，
パスのもらいやすいところへ移動することJrボール回
しの速さが必要Jr攻守の切り換えJr簡単に抜かれない
ようにするJr攻めと守りのバランスが悪しリ「声かけが
足りないJといった戦術にかかわる課題で、あり，味方に

対するものや敵(相手)とのかかわりを対象にしたもの

である。生徒がそれらに取り組んだ成果として「試合の

中で相手をよく見てパスを出すことができるようにな

る。JrDFとの間合いを考えてパスが出せるようになっ

たと思う。Jr楽しくパス回しができ，落ち着いてできる
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ようになった。Jr全体的に試合の流れを見ることができ
た。Jrディフェンスで無理に行かないようになって，抜
かれることがなくなった。」など，常に相手を意識した練

習をし，相手とのかけひきの中で工夫してきたことがわ

かる。生徒は2対1で学習した壁パス，オーバーラップ，

スルーパス，スイッチプレーをパターンにこだわるので

なく，ゲームの状況を想定しながら， 4対4，8対8の

ゲームの中で相手を意識して，思考し，工夫し，技能を

高めようとした成果であり，このことは今回の授業のね

らったところである。

今回の授業では攻撃戦術を中心に学習した。防御の仕

方については学習ノートで「守りが遅れるj ことに対し

て「ボールが味方にあるのか，敵にあるのか」とコメン

トしたり，活動場面では「判断を早くj ぐらいのアドバ

イスにとどめたが， rひとりがボールをもった人につい
たら，周りを見てパスをカットする。Jrそれぞれの役割
を決めた。Jr誰をマークするか決めた。Jrみんなで意識
して，速く戻るようにした。Jr相手ボールになったら，
必ず戻る。Jrボールを持った人には必ずついて，みんな
で下がる。Jr相手を遅らせる。Jr抜かれてもすぐ追し、か
ける。jと述べているように，守りについても工夫し課題

をもって活動していることがうかがえる。

表3 4対4で出てきた課題と課題解決に行ったこと

課 題 : 課題解決に行ったこと

・パスをもっと的確に出すこと i・パス回おそいしの練習で，状況

の把握と判断できるようにし

た

・おEいに声をかけあうようにし
た。
-積極的に動くこと

.速くてゴロのボーノレにする

・パスが中央に集中すること i・角度を考えてパスができるよう

にした

・敵がいるときのパス 。・もらう方が積極的に動く

・みんながボールのところに集i・芦をかけあい，周りを見ること

中してしまう ;が出来るようにした

-サイドから展開する i・前に蹴るのでなく意識してサイ

ドの人へパスを出した

・周りをよく見て，パスのもが・ 4対1でよく練習した

いやすいところへ移動すること i・スペースを作ったり，声を出し
た

-ボール回しの速さが必要 -トラップの置く位置，パスの正

確さ，速さが必要になるので，

4対1をしたが練習と試合で

は感覚が異なった

・パス練習を多くした

・処理が遅れると危ないので，早

めに押さえるかクリアする

-コントロールのミス

・バウンドボールの処理

-みんなで攻めて，ボールをと.・みんなで意識して，速く戻るよ

られた後の戻りが遅い(攻守のjうにした
切り換え) いひとりは少し下がっておく

-相手ボールになったら，必ず戻

る
・ボールをもった人には必ずつい

て，みんなで下がる

-簡単に抜かれないようにする

-相手を遅らせる

・ディフェンスの仕方 :・抜かれでもすぐ追いかける

-ひとりがボーノレをもった人につ

いたら，周りを見てパスをカッ

トする

・攻撃に人数をかけていた い守備を意識する

-攻めと守りのバランスが悪いj・周りをよく見て，状況を把握す

るようにした

-それぞれの役割を決めた。

.誰をマークするか決めた。

-声を出して，みんなが多く動け

・周りの攻撃参加 i るようにした

-声かけが足りない い4対1の練習をして，仲間とコ
ミュニケーションをとるよう

にした

表4 グループ毎の「課題練習」のねらいと成果

ねらい | 成果
グ14対2で|・相手(敵)と仲間(味卜試合の中で相手をよく

方)をよく見て正確な|見てパスを出すことが

パスを出す |できるようになる。

・スルーパスが出せるよ

うになる。 トディフェンスのやり方

・ディフェンスのやり方| がわかった。

・対人感覚をつかむ

.トラップの正確性

4対2 卜DFの動きを読み，取|・ DFが上手くなった，

グ られない方向にパスを|パスに勢いがでた

ルする， DFはパスの方

1 1 向を読む

プ14対 i........t・トラ示タからのパス:....r・ダイレクトで蹴って浮
BI 回りをよく見てスベー| くこともあったが，回

スを見つける | りをよく見:・￥;た

りDFとの間合いを考

えてパスが出せるよう
になったと思う。

課題練習

ル|のパス回

1 Iし
プ

A 

3対2 ・シュートまで上手くも卜試合にいかせていない
っていく

4対1 ・パスをしっかり繋ぐ トパス・トラップが上達
グ した
ルr.山一1証玩豆一………….一……….一一…....r一一-一..rド|
[リ卜.相手のデイフエンスを卜練習ではできても，試
ノ 崩す | 合では難しカかミりつた
CI ・パス回しとタイミング
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5対5 I・パスを繋いでシュート|・実践的な練習が試合に
までもっていく |つながった

宮廷証一一…ドオラ正ジ瓦伝説きJーデr訪きがスエニヌiミt.tIJ 
ィフェンスカをきたえ 1 ，パスもつながり，デ
る | ィフェンスに粘りがで

・相手をぬいてシュート|た

までもっていく |・サイドに聞き，センタ

・実践になれるため | リングをあげる事がで

きた

・トラップが上手になっ

た

グ|ロングキ -正確なロングボールを

蹴る

-相手の頭を越すボール

を蹴る

ノレ|ツク

プ
D 1"'，一i五4証.元玩討f1←一一一……一日一一…一'日一一…-一一…-日…下-一-

スが求められ，落ち着l行かないようになつて
いてプレ一できる
-ディフェンスの仕方

，抜かれることがなく
なった

・上手くパスカットでき

るようになった

・パスをもらいやすく動

くことができた
・パスが上手くなった
.楽しくパス回しができ

，落ち着いてできるよ

うになった

・パスを出すとき受ける

ときの感じがつかめた
グ13人でパ|・ねらった場所へのパス
ル|ス |だし

1 1 ・パスをもらうときのフ
プ アーストタッチの強化

E 13対2 卜適切な判断をできる様トスルーパスなどが試合
にし周りを見る目を強|でも使えた

化する
・マークマンを振り切れ

るようになる

吉元;言一一F玩説1':蚕忌証モ遍弱Et-17主体的lど説吾石両五吾
動きができるようになl見ることができた
る

ロングパト強く正確なキックをす|・試合で縦にパスが出せ
ス・ロン| ること |た

グシュート遠いところからの、ンュ|・キックカやシュートの
ト |ート |成功率が上がった

・キックの正確性が上が

った

2+1対|・トップのボールの受け卜後ろに戻すということ

2 方やフォローを利用し|ができ，安全な攻撃が

，そこから展開するこ|できた
と 卜接近戦でのボールさば

・パスを使って相手をぬ| きができるようになっ

く |た
・パスをどのように出し|・パスを繋ぐことができ

どのように受ける・| るようになった

か実践形式で知る |・ディフェンスはマーク
・攻懇カと防御力をお互| の方法やパスカット，

い高めあう |オフェンスはオーバー
.1i.いの動きを見る | ラップのかけ方， トラ

ップの仕方などがわか

った

グ13人組で|・ロングパスを大きく正|・ディフェンスで大きく
ル|ロングパ|確に蹴る | クリアできるようにな

1 1ス った

プ[瓦対面一下通11\シミ云â-敵示ぷモ't;"F 前ゐi証言一;古語~~'\::量子長一
FI つなげられるようになlンスを作ることができ

る | るようになった

・パスを正確に， トラッ|・パスもトラップも上達

プをしっかりできるよ| した，試合でも使えた

うにする 卜相手が見えるようにな

・スペースを見つけてパ| った

スをそこでもらったり卜試合で守備の時，スベ

，出したりできるよう|ースを埋めることに役

になった |立った
・少し落ち着いてパスが
出せるようになった

• 2人が協力してパスを
カットできるようにな
った

三玩五一一[';訳語1':，応ヒモi一選対ヌFやる妥ヨミジヂギ玩誠一
やオーノ〈ーラップなど|が少しわかった

を使えるようにする

グ|ドリプル|・ボールを離さないよう|・小回りができるように

ル|練習 |に素早くドリプルをす|なった

1 1 る

プ14対1 トディフェンスにとられトディフェンスの動きと
GI ないようにパスを回す| どちらにパスを出した

らいいか判断がつくよ
うになった

-意識的に取り組み，パ

スの精度も上がった

。お互いの特長を把握し役割を考えること

8対8の試合では，事前にチームでポジション，シス

テム，作戦(オフェンス・ディフェンス)について，試

合後には，試合で良かったプレー・人，次時への課題を

話し合いながら進めた(図1)。授業後のアンケートの「そ

れぞれが監督になって選手の特長を考え，作戦を立てよ

う(表5)Jの結果(1グループのみ抽出)から，例えば，

Iについてはその特長をグループのほぼ全員がキック力，

気合いがあることを認めてGKをまかせられると判断し，
自分もそのように思っている。 Eは足が速く，パスもで
き，シュートも決められることがFWかMFとして起用

すべきことを周囲も自らも考えている。 Bは自分の評価

以上に周りは特長を捉え，プレー・役割を期待している。

「良かったと思うところ(図2)Jでは， rチームの弱
点をみつけ直そうとしたことJr自分の役割を見つける
ことにつながったJrポジションの役割を学べた。パスを
する人でなく受ける人の移動がとても重要なんだという

ことがわかったJrほとんどの人が8対8の時自分の役
割を理解して実行していたと思うjと述べているように，

メンバーのそれぞれの特長を考え，ポジション，ディフ

ェンス・オフェンスの作戦を考えることができるように

なった。それは，授業 (2対1，課題練習，ミニゲーム)
を通して個やグループの課題を考え，取り組み 8対8
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のために話し合い，メンバーの特長の把握がで、きるよう

になったからで、あると思う。自分の特長を知り，お互い

の特長を理解し，チームの戦術を考えることも，今回の

授業で生徒は十分に思考しながらやってきたと思う。

。グループでの活動

「良かったと思うところ(図2)Jにみられるように，

「自分たちで、考える授業が斬新で、よかったJrみんなで
計画を立てて実行したり，反省したりすることがよかっ

た」など，グ/いープで考え，話し合うことが協力したり，

自分の長所を生かしたり，みんなで楽しみ，学ぶことに

なった。グループで進めた学習はそうした良い面もある

が， r良くなかったところ・改善すべき点(図2)Jにみ
られるように，はじめは消極的な生徒がし、て楽しくなか

ったり，話し合いが進まない，まとまりがないと感じた

生徒もいるようである。しかし，ゲームをしたり，その

反省をしたりする中でお互いの理解がすすみ，少しずつ

コミュニケーションが図れるようになった，その結果，

「パスの連携が良くなってきたことが良かったJrみん
なでデ、イフェンスの統ーとか，戦術をみんなで考えたり

サッカーを通して意識が高くなったJrポジション別の
考え方，動き方，技術の向上など色々な面でプラスにな

ったJのように試合内容に変化があらわれてきた。これ

らのことは今までになかった関わりが経験できたといっ

た面をもたらした。

また， r準備に時間がかかったJrもっとはやくできれ
ばよかったJr協力してやればよかったJという気づきが
非常に多かった。このことは，今後の学習活動の運営を

考えたり，課題を持つ意識を育てるということに関して

はプラスに働くものと思う，こうしたことに気づくこと

も『自ら学び，自ら考え』ることができたということに

なる思う。

5.まとめと今後の課題

今回は『自ら学び，自ら考え』る力を育てるためにサ

ッカーの攻撃戦術を 4対4のミニゲームを中心に学習

する中で，意欲的に思考し，工夫できる授業を考えた。

壁パス，オーバーラップ，スルーパス，スイッチプレ

ーの攻撃戦術を，練習 (2対1)一試合 (4対4)一課

題練習一試合 (4対4)一課題練習一試合 (8対8) と

いうプログラムの中で，個人・チームの課題として繰り

返し取り組み，ゲームで必要な攻撃戦術として取り入れ

る中で，生徒は，意欲的に思考し工夫した。

課題練習では常に相手を意識した練習をし，相手との

かけひきの中で工夫してきた。ゲームの状況を想定しな

がら 4対4，8対8のゲームの中で相手を意識したプ
レーを課題として思考し，工夫し，技能を高めようとし

たことは今回の授業のねらったところである。また，今

回の授業で、は攻撃戦術を中心にやってきたが，防御の仕

方についても相手の攻撃に対してグループで考え，課題

をみつけ，練習した。

授業を通して，ポジションとその役割やメンバーの特

長を考えさせたことによって，他のメンバーを理解し，

チームの戦術を考え，自分のプレーを知り，それぞれの

特長をいかした作戦を立てることができるようになった

と思う。

グループで活動したことについては，意欲的な思考に

つながり，お互いを理解し，コミュニケーションを図る

ことができた反面， r準備に時間がかかったJrもっとは
やくできればよかったJr協力してやればよかった」とし、
う気づきが非常に多く，グループで学習活動を運営する

ことは，難しかったようである。今後の学習活動を考え

ると，グループで主体的に活動するという意識を育てる

ことに関しては，プラスに働くものと思う，こうしたこ

とに気づくことも『自ら学び，自ら考え』ることにつな

がると，思う。

今回の実践で得られた成果と残された課題をもとに

今後も課題を明らかにし，課題を解決するために意欲的

に思考し，工夫する授業をめざした研究実践を積み重ね

ようと思う。
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